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第
四
・
三
条

透
明
性

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
関
税
法
令
に
関
し
て
一
般
に
利
用
さ
れ
る
全
て
の
関
連
情
報
を
、
い
か
な
る
利
害
関
係
者

に
つ
い
て
も
、
容
易
に
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
利
用
可
能
な
も
の
と
さ
れ
た
情
報
を
自
国
の
関
税
法
令
の
改
正
に
よ
り
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
は
、
利
害
関
係
者
が
当
該
改
正
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
修
正
さ
れ
た
情
報
を
可
能
な
限

り
当
該
改
正
の
効
力
発
生
に
先
立
っ
て
容
易
に
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
。

３

各
締
約
国
は
、
両
締
約
国
の
利
害
関
係
者
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
利
害
関
係
者
が
提
起
し
た
個
別
的

な
税
関
に
係
る
事
項
で
あ
っ
て
自
国
の
関
税
法
令
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
情
報
を
で
き
る
限
り
迅
速
か
つ
正
確

に
提
供
す
る
。
各
締
約
国
は
、
特
に
要
請
さ
れ
た
情
報
の
み
で
な
く
、
利
害
関
係
者
が
知
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

そ
の
他
の
適
切
な
情
報
も
併
せ
て
提
供
す
る
。

４

各
締
約
国
は
、
税
関
に
係
る
事
項
に
関
す
る
両
締
約
国
の
利
害
関
係
者
か
ら
の
妥
当
な
照
会
に
応
ず
る
一
又
は
二

以
上
の
照
会
所
を
指
定
し
、
特
に
自
国
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
り
、
当
該
照
会
所
の
名
称
及
び
住
所
を
公
に
利
用
可

能
な
も
の
と
す
る
。

第
四
・
四
条

通
関

１

両
締
約
国
は
、
予
見
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
一
貫
性
及
び
透
明
性
が
あ
る
方
法
で
そ
れ
ぞ
れ
の
税
関
手
続
を
適
用

す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
両
締
約
国
間
で
取
引
さ
れ
る
物
品
の
速
や
か
な
通
関
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

⒜

情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
。

⒝

自
国
の
税
関
手
続
を
簡
素
化
す
る
こ
と
。

⒞

関
税
協
力
理
事
会
の
主
催
の
下
で
作
成
さ
れ
る
標
準
規
定
及
び
勧
告
規
定
そ
の
他
の
関
連
す
る
国
際
的
な
基
準

及
び
勧
告
さ
れ
た
慣
行
に
自
国
の
税
関
手
続
を
可
能
な
限
り
調
和
さ
せ
る
こ
と
。

⒟

適
当
な
場
合
に
は
、
自
国
の
税
関
当
局
と
次
の
も
の
と
の
間
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
。

自
国
の
他
の
国
内
当
局

自
国
の
貿
易
関
係
者

第
三
国
の
税
関
当
局

３

各
締
約
国
は
、
影
響
を
受
け
る
当
事
者
に
対
し
、
自
国
に
よ
る
税
関
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
の
行
為
に
関
す
る
司

法
上
又
は
行
政
上
の
審
査
手
続
で
あ
っ
て
容
易
に
利
用
可
能
な
も
の
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ら
の
審
査
は
、
当
該
行
為

の
行
政
上
の
実
施
に
責
任
を
有
す
る
当
局
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
し
、
及
び
公
平
か
つ
公
正
に
実
施
す
る
。

第
四
・
五
条

一
時
輸
入
及
び
通
過
物
品

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
及
び
国
際
的
な
義
務
に
従
い
、
両
締
約
国
間
で
取
引
さ
れ
る
物
品
の
一
時
輸
入
の
た

め
の
手
続
を
引
き
続
き
容
易
に
す
る
。

２

一
方
の
締
約
国
は
、
千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
五
条
３
の
規
定
に
従
い
、
他
方
の
締
約
国
か
ら
の
通
過
物
品

又
は
他
方
の
締
約
国
へ
の
通
過
物
品
の
通
関
を
引
き
続
き
円
滑
に
行
う
。

３

両
締
約
国
は
、
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
課
程
そ
の
他
の
措
置
を
通
じ
て
、
物
品
の
一
時
輸
入
の
た
め
の
通
関
手
帳
の
国

際
的
な
義
務
に
基
づ
く
使
用
及
び
両
締
約
国
又
は
第
三
国
に
お
け
る
通
過
物
品
の
通
関
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
よ
う

努
め
る
。

４

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、

⒜

「
物
品
の
一
時
輸
入
の
た
め
の
通
関
手
帳
」
と
は
、
次
の
条
約
に
お
け
る
も
の
と
同
一
の
意
味
を
有
す
る
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
千
九
百
六
十
一
年
十
二
月
六
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
作
成
さ
れ
た
物
品
の
一
時
輸
入

の
た
め
の
通
関
手
帳
に
関
す
る
通
関
条
約

モ
ン
ゴ
ル
国
に
つ
い
て
は
、
千
九
百
九
十
年
六
月
二
十
六
日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
作
成
さ
れ
た
一
時
輸
入

に
関
す
る
条
約

⒝

「
一
時
輸
入
」
と
は
、
関
税
の
納
付
に
つ
き
全
額
の
又
は
部
分
的
な
免
除
を
受
け
て
物
品
を
関
税
領
域
に
条
件

付
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
税
関
手
続
を
い
う
。
当
該
物
品
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
輸
入
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
物
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
通
常
の
価
値
の
低
下
を
除
く
ほ
か
、
い
か
な
る
変
更
も
加

え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
定
の
期
間
内
に
再
輸
出
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
・
六
条

事
前
教
示

輸
入
締
約
国
は
、
自
国
が
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
関
係
法
令
又
は
手
続
に
基
づ
く
書
面
に
よ
る
申
請
が
あ
り
、
か

つ
、
教
示
を
拒
む
べ
き
合
理
的
な
理
由
を
欠
く
場
合
に
は
、
物
品
の
輸
入
に
先
立
ち
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
事
前
の

教
示
を
書
面
に
よ
り
行
う
よ
う
努
め
る
。

⒜

当
該
物
品
の
関
税
分
類

⒝

当
該
物
品
の
関
税
評
価

⒞

当
該
物
品
が
前
章
の
規
定
に
基
づ
き
輸
出
締
約
国
の
原
産
品
に
当
た
る
か
否
か
。

第
四
・
七
条

協
力
及
び
情
報
の
交
換

１

両
締
約
国
は
、
税
関
手
続
（
禁
制
品
の
取
引
並
び
に
知
的
財
産
権
を
侵
害
す
る
疑
い
の
あ
る
物
品
の
輸
入
及
び
輸

出
へ
の
対
応
を
含
む
。）の
分
野
に
お
い
て
相
互
に
協
力
し
、
及
び
情
報
を
交
換
す
る
。

２

そ
の
よ
う
な
協
力
及
び
情
報
の
交
換
は
、
実
施
取
極
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

３

第
一
・
八
条
２
の
規
定
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
く
情
報
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
・
八
条

税
関
手
続
及
び
貿
易
円
滑
化
に
関
す
る
小
委
員
会

１

両
締
約
国
は
、
こ
の
章
の
規
定
を
効
果
的
に
実
施
し
、
及
び
運
用
す
る
た
め
、
こ
こ
に
税
関
手
続
及
び
貿
易
円
滑

化
に
関
す
る
小
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
小
委
員
会
」
と
い
う
。）を
設
置
す
る
。

２

小
委
員
会
は
、
次
の
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

⒜

こ
の
章
の
規
定
の
実
施
及
び
運
用
に
つ
い
て
検
討
及
び
監
視
を
行
う
こ
と
。

⒝

こ
の
章
の
規
定
に
関
連
す
る
分
野
で
あ
っ
て
、
両
締
約
国
間
の
貿
易
を
円
滑
化
す
る
た
め
に
改
善
さ
れ
る
べ
き

も
の
を
特
定
す
る
こ
と
。

⒞

合
同
委
員
会
に
対
し
小
委
員
会
の
所
見
を
報
告
す
る
こ
と
。

⒟

合
同
委
員
会
が
委
任
す
る
そ
の
他
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
。

３

小
委
員
会
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
実
施
取
極
で
定
め
る
。

４

小
委
員
会
は
、
両
締
約
国
が
合
意
す
る
時
期
及
び
場
所
に
お
い
て
又
は
手
段
に
よ
っ
て
会
合
を
開
催
す
る
。

第
五
章

衛
生
植
物
検
疫
措
置

第
五
・
一
条

適
用
範
囲

こ
の
章
の
規
定
は
、
両
締
約
国
間
の
物
品
の
貿
易
に
直
接
又
は
間
接
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
両
締
約
国
の

全
て
の
衛
生
植
物
検
疫
措
置
で
あ
っ
て
、
衛
生
植
物
検
疫
措
置
の
適
用
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
く
も
の
に
つ
い
て
適
用

す
る
。

第
五
・
二
条

権
利
及
び
義
務
の
再
確
認

両
締
約
国
は
、
衛
生
植
物
検
疫
措
置
の
適
用
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
く
衛
生
植
物
検
疫
措
置
に
関
す
る
権
利
及
び
義

務
を
再
確
認
す
る
。

第
五
・
三
条

措
置
の
調
和

両
締
約
国
は
、
衛
生
植
物
検
疫
措
置
の
適
用
に
関
す
る
協
定
第
三
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
衛
生
植
物
検
疫

措
置
の
調
和
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
に
わ
た
り
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。そ
の
協
力
は
、

各
締
約
国
が
衛
生
植
物
検
疫
措
置
の
適
用
に
関
す
る
協
定
第
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
決
定
し
た
人
、
動
物
又
は
植
物
の

生
命
又
は
健
康
に
関
す
る
自
国
の
適
切
な
保
護
の
水
準
を
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
。

第
五
・
四
条

措
置
の
同
等

１

輸
入
締
約
国
は
、
輸
出
締
約
国
が
当
該
輸
入
締
約
国
に
対
し
当
該
輸
出
締
約
国
の
衛
生
植
物
検
疫
措
置
が
当
該
輸

入
締
約
国
の
衛
生
植
物
検
疫
上
の
適
切
な
保
護
の
水
準
を
達
成
す
る
こ
と
を
客
観
的
に
証
明
す
る
と
き
は
、
当
該
輸

出
締
約
国
の
衛
生
植
物
検
疫
措
置
を
同
等
な
も
の
と
し
て
認
め
る
。

２

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
要
請
に
応
じ
、
特
定
の
衛
生
植
物
検
疫
措
置
の
同
等
の
認
定
に
つ
い
て
二

国
間
で
取
決
め
を
行
う
た
め
に
協
議
を
行
う
。
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